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【戦評記載者】
福岡県バスケットボール協会

全九州大会準決勝、福岡県2位精華女子対宮崎県1位延岡学園との対戦、スターティングメンバ―は、精華女子＃4、＃6、＃
7、＃12、＃14、延岡学園＃4、＃5、＃7、＃8、＃12で試合開始。第1P両チームともハーフコートのマンツーマンディフェンス。
序盤、延岡学園は＃15を中心にオフェンスリバウンドをよく拾い、得点を重ねる。精華女子は＃14の3ptsによる3点のみに抑え
られ、3分タイムアウト。5分、精華女子は＃12ジャンプショットで12対12同点に追いつくと、さらに＃12が3ptsを沈めて逆転に成
功。延岡学園も＃4の3ptsで返すと、その後は一進一退の展開となり、21対21の同点で第1P終了。第2P、両チームともミスの
少ないバスケットを展開し、常に2～3点延岡学園がリードする中、6分、延岡学園＃4の3ptsで6点差とする。9分、精華女子＃
12のスティールからのレイアップで4点差となり、延岡学園タイムアウト。延岡学園、1本返すも、精華女子＃11が3ptsを2本連
続で沈め、41対41の同点で前半終了。第3P、延岡学園は3-2のゾーンディフェンスに対して、精華女子はアウトサイドシュート
やファストブレイクで得点を重ねる。延岡学園は＃4のインサイドや3ptsで得点。4分、精華女子インサイドの要＃7が4つ目の
ファウルを記録し、ベンチへ。その後延岡学園が逆転し、2点差で最終Pへ。第4P、延岡学園は＃15にボールを集め、リードを
保つ。精華女子は＃7、＃11のジャンプショットで応戦するも、高さで勝る延岡学園がリバウンドで優位に立ち、6分半、7点差に
開いたところで精華女子タイムアウト。精華女子＃12の3ptsで反撃開始。8分半、4点差で精華女子タイムアウト。タイムアウト
空け、精華女子＃11の3ptsで1点差。延岡学園タイムアウト。延岡学園は＃15のインサイドで3点差になり、そのまま試合終
了。インサイドで優位に立った延岡学園が接戦を制した。
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精華女子 79
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カテゴリー 女子 準決勝

第2副審 佐田　明美

日時 平成29年6月25日 (日) 9:00

平成29年度 全九州高等学校体育大会 第70回 全九州高等学校バスケットボール競技大会

会場 福岡市民体育館

コート

第1副審 井元　誠

Bコート 第1試合
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1分毎の得点を入力 精華女子 

1分毎の得点を入力 延岡学園 




